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土
砂
加
持
儀
礼
の
源
流
と
展
開

―
智
山
相
承
の
土
砂
加
持
作
法
の
位
置
づ
け
を
探
る
―

佐

々

木

大

樹

一
、
本
論
の
目
的

　

土
砂
加
持
と
は
、
土
砂
を
真
言
陀
羅
尼
で
加
持
し
て
、
死
者
や
墓
所
に
散
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
故
人
の
生
前
の
罪
業
を
除
き
、
生

天
あ
る
い
は
極
楽
往
生
に
導
く
密
教
儀
礼
で
あ
り
、
現
在
の
真
言
宗
で
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
宗
で
は
現
行
、
多
く
『
作
法
集
』「
土
砂
加
持
略
作
法
」
を
依
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
作
法
は
簡
素
な
も
の
で
あ
り
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
場
面
で
修
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
不
明
で
あ
り
、
そ
の
修
法
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
ま
た
難
し
い
。
そ
こ
で
本
論

で
は
、
ま
ず
イ
ン
ド
に
お
け
る
土
砂
加
持
の
基
本
形
、
ま
た
そ
の
流
伝
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、
日
本
人
が
い
か
に
土
砂
加
持
を

受
け
と
め
、
そ
の
作
法
・
信
仰
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
概
観
し
、
全
体
の
中
で
本
宗
所
伝
の
土
砂
加
持
作
法
の
位
置
づ
け
を

探
っ
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
本
論
で
は
、
総
称
と
し
て
の
土
砂
加
持
作
法
と
区
別
す
る
た
め
、
固
有
の
次
第
名
は
「　

」
に
入
れ
て
表

記
す
る
こ
と
と
し
た
。
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二
、
土
砂
加
持
の
源
流

　

今
日
の
日
本
で
は
、
光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
佐
々
木
大
樹
［
二
〇
一
六
］
で
発
表
し
た
よ
う

に
、
イ
ン
ド
で
は
、
他
に
も
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
・
不
空
羂
索
根
本
真
言
・
如
来
心
陀
羅
尼
な
ど
、
多
様
な
真
言
陀
羅
尼
を
用
い
て
土

砂
加
持
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
七
世
紀
以
降
に
流
行
し
た
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
で
は
、
梵
蔵
漢
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
で
も
陀
羅
尼
を
二
一
遍
唱
え

て
土
砂
（pām

4sava

）
を
加
持
し
て
、
遺
体
の
う
え
に
散
ず
る
な
ら
ば
、
亡
者
は
天
界
に
転
生
す
る
と
説
か
れ
て
い
る（
１
）。
ま
た
一
〇

世
紀
頃
に
流
行
し
た
『
如
来
心
経
』
やM

a ṇḍalopāyikā （
２
）
に
も
土
砂
加
持
が
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
土
砂
加
持
は

七
世
紀
ま
で
に
成
立
し
、
そ
の
後
も
長
期
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

経
軌
の
記
述
を
見
る
限
り
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
土
砂
加
持
は
、
大
が
か
り
な
儀
礼
作
法
や
法
会
を
必
要
と
せ
ず
、
身
近
に
あ
る
土

砂
を
使
い
、
独
修
す
る
素
朴
な
作
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
加
持
す
る
対
象
と
し
て
土
砂
が
選
ば
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由

は
不
明
で
あ
る
が
、
例
え
ば
砂
漠
の
よ
う
な
乾
燥
地
域
で
火
葬
や
水
葬
が
行
え
な
い
時
、
土
葬
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
土
砂
加
持

が
生
ま
れ
て
き
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
前
提
を
踏
ま
え
、
本
論
で
主
題
と
な
る
光
明
真
言
の
本
軌
、
菩
提
流
志
（
生
年
不
詳
〜
七
二
七
：Bodhiruci

）
訳
『
不

空
羂
索
神
変
真
言
経
』
全
三
〇
巻
（
大
正
蔵
一
〇
九
二
番
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
は
、
同
経
「
灌

頂
真
言
成
就
品
第
六
十
八
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る（
３
）。

若
し
諸
の
衆
生
、
具
に
十
悪
・
五
逆
・
四
重
の
諸
罪
を
、
猶
し
微
塵
の
斯
の
世
界
に
満
る
が
如
き
を
造
り
、
身
を
壊
し
命
終
し
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て
諸
悪
道
に
堕
す
。
是
の
真
言
を
以
て
土
沙
を
一
百
八
遍
加
持
し
て
、
屍
陀
林
中
、
亡
者
の
屍
骸
上
に
散
じ
、
或
い
は
墓
上
・

塔
上
に
散
じ
、
皆
遇
う
に
之
を
散
ず
。
彼
の
亡
せ
ら
る
者
、
若
し
は
地
獄
中
、
若
し
は
餓
鬼
中
、
若
し
は
修
羅
中
、
若
し
は
傍

生
中
、
一
切
不
空
如
来
不
空
毘
盧
遮
那
如
来
真
実
本
願
大
灌
頂
光
真
言
加
持
沙
土
の
力
を
以
て
、
応
時
に
即
ち
光
明
の
身
に
及

ぶ
を
得
て
諸
の
罪
報
を
除
き
、
苦
め
ら
る
身
を
捨
て
西
方
極
楽
国
土
に
往
き
、
蓮
華
の
化
生
、
乃
至
、
菩
提
ま
で
更
に
堕
落
せ

ず（
４
）。

　

こ
こ
で
は
光
明
真
言
を
一
〇
八
遍
唱
え
て
土
砂
を
加
持
し
、
遺
体
な
ど
の
う
え
に
散
ず
る
な
ら
ば
、
極
楽
往
生
で
き
る
こ
と
が
説

か
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
日
本
に
お
け
る
土
砂
加
持
信
仰
の
根
拠
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
高
橋
尚
夫
［
一
九
九
五
］
に
よ
れ

ば（
５
）、

引
用
の
記
述
は
、
梵
本A

m
oghapāśakalparāja

の
対
応
箇
所
に
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
で
の
増
広
で
あ
っ
て
イ
ン
ド
に

遡
及
し
え
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
同
経
「
世
間
成
就
品
第
三
十
二
」
お
よ
び
梵
本
の
対
応
箇
所（
６
）で
は
、
不
空
羂
索
根
本
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
が
説
か

れ
て
お
り
、
真
言
を
七
遍
（
漢
訳
は
二
一
遍
）
唱
え
て
土
砂
（vālukā

）
を
加
持
し
て
散
ず
れ
ば
、
亡
者
は
天
界
に
転
生
す
る
と
し

て
い
る（
７
）。

光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
が
イ
ン
ド
に
存
在
し
て
い
た
の
か
は
依
然
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
の
段
階
で

光
明
真
言
と
土
砂
加
持
が
接
近
し
て
あ
っ
た
状
況
は
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
中
国
な
ど
に
お
け
る
土
砂
加
持
の
受
容
と
展
開

　

中
国
で
は
、
土
砂
加
持
を
含
む
経
典
を
漢
訳
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
記
述
に
も
と
づ
き
敷
衍
し
儀
軌
が
編
纂
さ
れ（
８
）、

土
砂
加
持
が

行
わ
れ
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る（
９
）。

以
下
、
紙
数
の
都
合
上
、
中
国
・
新
羅
で
成
立
し
た
二
資
料
に
限
定
し
、
光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
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に
つ
い
て
、
下
記
の
よ
う
な
問
答
を
展
開
し
て
い
る
。

問
う
、
亡
者
、
業
を
造
り
既
に
三
途
の
中
に
堕
し
已
る
に
云
何
。
真
言
行
者
、
或
い
は
亡
者
の
名
字
を
称
え
、
或
い
は
土
砂
を

呪
し
死
塚
上
に
置
き
、
便
ち
亡
人
を
し
て
悪
道
の
苦
を
転
じ
て
成
仏
の
楽
を
得
せ
し
む
る
や（

（（
（

。

　

答
え
で
は
、「
智
者
、
譬
喩
を
以
て
解
を
得
べ
し
」
と
し
て
、
禁
呪
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
如
来
の
神
呪
も
ま
た
安
楽
を
も
た

加
持
の
記
述
を
検
討
し
て
ゆ
き
た

い
。

　

ま
ず
中
国
撰
述
の
資
料
と
し
て
、

一
一
世
紀
後
半
頃
の
撰
述
と
推
定

さ
れ
る（

（（
（

道

（
生
没
年
不
明
）『
顕

密
円
通
成
仏
心
要
』
を
取
り
上
げ

た
い
。
本
書
で
は
『
不
空
羂
索
神

変
真
言
経
』『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼

経
』
な
ど
の
土
砂
加
持
儀
礼
を

「
真
言
を
以
て
土
砂
、
或
い
は
蓮

華
を
呪
し
、
亡
者
・
墓
上
・
屍
上

に
散
ず
」
と
要
約
し
た
上
で
、
悪

業
を
犯
し
た
亡
者
を
救
う
真
言
行
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ら
す
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
本
書
末
に
付
加
さ
れ
た
「
供
仏
利
生
儀
」
で
は
、
様
々
な
真
言
の
功
徳
を
ま
と
め
る
中
で
、「
若

し
一
切
亡
霊
を
救
わ
ん
に
は
、
応
に
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
灌
頂
光
真
言
を
誦
ず
べ
し
」
と
し
て
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』

に
も
と
づ
く
光
明
真
言
の
功
徳
を
強
調
し
て
い
る（

（（
（

。

　

次
に
新
羅
成
立
と
さ
れ
る
『
遊
心
安
楽
道
』（
大
正
蔵
一
九
六
五
番
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
本
書
は
『
大
正
蔵
経
』
に
お
い
て
新

羅
僧
の
元
暁
（
六
一
七
〜
六
八
六
）
の
名
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
元
暁
以
後
の
訳
経
（『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経（

（（
（

』『
大
宝
積
経（

（（
（

』）

を
引
く
な
ど
、
元
暁
に
仮
託
さ
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
書
の
成
立
は
、
八
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
半
、
新
羅
成
立
あ
る
い
は
日
本
成
立
な
ど
不
確
定
の
部
分
が
多
い
が（

（（
（

、
光
明
真
言
の
土
砂
加
持
を
説
き
、
後
世
、
日
本
へ

の
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

本
書
で
は
、
悪
事
に
よ
っ
て
悪
趣
に
堕
ち
た
人
で
あ
っ
て
も
極
楽
往
生
は
可
能
か
ど
う
か
を
問
い
、
そ
の
答
え
と
し
て
「
聖
教
に

術
有
り
」
と
し
て
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
本
文
を
引
き
、
土
砂
加
持
の
功
徳
に
言
及
し
て
い
る
。

則
ち
知
ん
ぬ
、
呪
砂
に
遇
う
を
以
て
即
ち
縁
有
り
。
若
し
砂
を
被
ら
ず
ん
ば
、
何
ぞ
脱
期
を
論
ぜ
ん
や
。
惟
れ
は
夫
れ
大
悲
無

方
な
り
。
…
中
略
…
沙
を
墓
上
に
散
ず
る
に
尚
お
界
に
逝
か
ん
。
況
や
衣
を
呪
し
て
身
に
著
し
、
音
を
聴
き
字
を
誦
す
る
を

や（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
に
も
と
づ
い
た
実
践
・
功
徳
を
説
く
一
方
、
新
た
な
視
点
と
し
て
、
土
砂
以
外
に
も
衣
を

加
持
す
る
こ
と
、
真
言
を
聞
き
、
あ
る
い
は
唱
え
る
こ
と
で
も
同
様
の
功
徳
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

上
記
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
中
国
・
新
羅
に
お
け
る
土
砂
加
持
は
、
基
本
的
に
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
の
記
述
を
踏
襲
し
て

お
り
、
法
要
・
法
会
が
組
織
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
土
砂
加
持
は
独
修
さ
れ
て
い
た
も
の
と
読
み
取
ら
れ
る
。
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四
、
日
本
に
お
け
る
土
砂
加
持
の
受
容
と
展
開

　

次
に
日
本
人
が
い
か
に
光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
を
受
け
と
め
、
展
開
さ
せ
た
か
を
概
観
し
て
ゆ
き
た
い（

（（
（

。
今
日
の
真
言
宗
に

お
い
て
、
光
明
真
言
と
土
砂
加
持
は
広
く
実
践
さ
れ
て
い
る
が
、
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
が
特
に
重
視
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら

な
い（

（（
（

。
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
に
よ
れ
ば
、
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
〜
一
一
四
三
）
や
頼
瑜
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
の

著
作
中
に
光
明
真
言
へ
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
真
言
教
学
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
こ
ろ
で
信
仰
が
発
達
し
て
き
た
と
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（（
（

。

　

光
明
真
言
の
記
述
が
、
断
片
的
な
が
ら
文
献
上
確
認
さ
れ
る
の
は
九
世
紀
後
半
で
あ
り（

（（
（

、
そ
の
信
仰
が
広
く
貴
族
な
ど
に
浸
透
し

た
の
は
一
〇
世
紀
後
半
以
降
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
天
台
座
主
の
良
源
（
九
一
二
〜
九
八
五
）
や
そ
の
弟
子
源
信
（
九
四
二
〜

一
〇
一
七
、
恵
心
僧
都
）
周
辺
に
お
い
て
光
明
真
言
の
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
、
土
砂
加
持
作
法
が
重
視
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る（
（（
（

。
比
叡
山
横
川
・
首
楞
厳
院
で
は
、
源
信
の
影
響
下
、
二
五
名
の
僧
か
ら
な
る
「
二
十
五
三
昧
会
」
と
い
う
念
仏
結
社
が
結
成
さ

れ
た
。
そ
の
趣
旨
を
記
し
た
慶
滋
保
胤
（
九
三
三
？
〜
一
〇
〇
二
）
起
草
の
『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
』
で
は
、
寛
和
二

年
（
九
八
六
）
九
月
十
五
日
の
条
と
し
て
「
念
仏
結
願
の
次
に
光
明
真
言
を
誦
じ
土
砂
を
加
持
す
べ
き
こ
と
」（

（（
（

を
挙
げ
、『
不
空
羂

索
神
変
真
言
経
』
の
土
砂
加
持
の
記
を
引
い
た
後
、
次
の
よ
う
に
補
足
し
て
い
る
。

…
我
等
、
罪
障
多
く
積
ん
で
生
処
猶
疑
わ
し
、
仍
て
一
匣
の
土
砂
を
以
て
永
く
仏
前
の
壇
場
に
置
く
。
念
仏
結
願
の
次
に
、
導

師
は
別
し
て
五
大
願
を
発
し
、
諸
賢
、
各
の
三
密
観
に
住
し
て
真
言
を
誦
じ
、
此
れ
如
説
に
加
持
す
。
結
衆
の
中
、
若
し
逝
く

者
有
り
。
若
し
此
の
砂
を
以
て
必
ず
其
の
屍
の
上
に
置
け
ば
、
彼
の
諸
罪
を
具
す
る
は
既
に
苦
を
脱
る
。
矧
や
五
逆
を
造
ら
ざ



土砂加持儀礼の源流と展開

― 63 ―

る
を
や
。
尸
骸
に
散
ず
れ
ば
猶
功
を
得
。
矧
や
常
に
百
遍
を
誦
ず
る
を
や
。
恩
を
為
す
の
人
有
ら
ば
、
又
、
許
り
分
け
て
之
を

用
い
よ（

（（
（

。

　

こ
の
引
用
で
は
、
土
砂
を
容
器
に
入
れ
て
壇
場
に
奉
安
し
、
導
師
と
諸
賢
（
職
衆
の
こ
と
か
）
に
よ
っ
て
土
砂
加
持
す
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
独
修
で
は
な
く
、
土
砂
加
持
の
法
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
日
本
独
自

の
展
開
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
そ
の
土
砂
加
持
の
具
体
相
と
し
て
、
三
密
観
に
よ
っ
て
真
言
を
唱
え
る
と
述
べ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
永
延
二
年
（
九
九
八
）、

源
信
撰
『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
』
で
も
、
光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
が
説
か
れ
る
が
、
そ
の
礼
拝
の
第
一
に
は
大
日

如
来
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

但
し
加
持
土
砂
の
後
、
当
に
五
段
の
礼
拝
を
成
ず
べ
し
。
所
謂
、
帰
命
頂
礼
大
日
教
主
・
釈
迦
如
来
、
南
無
極
楽
化
主
弥
陀
如

来
、
南
無
大
悲
観
世
音
菩
薩
、
南
無
得
大
勢
菩
薩
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
等
な
り（

（（
（

。

　

本
来
、
光
明
真
言
も
土
砂
加
持
も
密
教
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
そ
の
信
仰
の
初
期
に
お
い
て
極
楽
浄
土
・
阿
弥

陀
信
仰
と
深
く
結
び
つ
き
、
真
言
宗
を
は
じ
め
諸
宗
の
信
仰
・
実
践
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

光
明
真
言
お
よ
び
土
砂
加
持
は
、
こ
の
頃
よ
り
葬
送
な
ど
死
者
供
養
の
た
め
に
貴
族
社
会
で
重
用
さ
れ
、
ま
た
徐
々
に
庶
民
の
間
で

も
土
砂
を
墓
所
に
散
ず
る
慣
習
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
土
砂
加
持
を
普
及
さ
せ
た
の
は
、
鎌
倉
初
期
に
活
躍
し
た
明
恵
房
高
弁
（
一
一
七
三
〜
一
二
三
二
：
以
下
、
明
恵
）
で
あ

る
。
明
恵
は
、
菩
提
心
を
軽
視
し
た
と
し
て
法
然
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）
の
浄
土
教
を
批
判
す
る
一
方
、
対
抗
す
る
た
め
に
易

修
易
行
の
も
の
と
し
て
光
明
真
言
お
よ
び
土
砂
加
持
を
宣
揚
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
明
恵
の
光
明
真
言
に
関
わ
る
著
作
は
、
晩
年
（
五
〇



現代密教　第29号

― 64 ―

〜
六
〇
歳
頃
）
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
で
土
砂
加
持
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

『
光
明
真
言
句
義
釈
』
一
巻　
　

貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）

『
光
明
真
言
功
能
』
一
巻　
　
　

貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）

『
加
持
土
沙
義
』
一
巻　
　
　
　

安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）

『
土
砂
勧
信
記
』
二
巻　
　
　
　

安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）

『
光
明
真
言
別
記
』
一
巻　
　
　

安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）

※
田
中
海
應
［
一
九
五
八
］
に
は
、
さ
ら
に
『
光
明
真
言
土
沙
義
』
の
名
も
挙
げ
る
が
詳
細
不
明
。

　

明
恵
の
土
砂
加
持
理
解
は
、
当
時
、
元
暁
撰
と
信
じ
ら
れ
た
『
遊
心
安
楽
道
』
を
ベ
ー
ス
に
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
脈
を
逸

脱
し
、
し
ば
し
ば
特
有
の
解
釈
が
見
受
け
ら
れ
る（

（（
（

。
明
恵
の
特
有
の
解
釈
は
、
教
理
と
事
作
法
の
両
方
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
紙

数
の
都
合
上
、
土
砂
加
持
の
事
作
法
に
関
わ
る
情
報
の
み
に
限
定
し
た
い
。

　

経
軌
で
は
具
体
的
な
土
砂
の
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
明
恵
は
細
か
な
土
砂
（
い
さ
ご
）
を
採
取
す
べ
き
と
し
て
お
り
、
具
体
的
な

採
取
地
と
し
て
高
山
寺
石
水
院
の
清
水
（
清
滝
川
）
を
挙
げ
て
い
る
。

之
に
依
り
て
此
の
高
山
寺
石
水
院
草
庵
の
西
に
盤
石
有
り
。
東
に
清
水
流
る
。
常
に
此
の
水
中
の
土
沙
を
漉
し
、
金
銅
の
器
の

中
に
盛
り
て
、
之
れ
を
仏
前
に
置
き
て
常
に
之
れ
を
加
持
し
、
敬
重
す
る
こ
と
仏
舎
利
の
如
し
。
有
縁
に
付
け
て
之
れ
を
流
布

す（
（（
（

。

　

明
恵
は
、
採
取
し
た
土
砂
を
水
で
洗
い
清
め
て
麁
石
を
除
き
、
金
銅
の
容
器
に
入
れ
て
仏
前
に
安
置
し
て
、
仏
舎
利
の
よ
う
に
大

切
に
供
養
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
土
砂
を
容
器
に
入
れ
て
加
持
す
る
こ
と
は
、『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
』
と
同
様
で
あ
り
、

日
本
特
有
の
や
り
方
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
土
砂
容
器
を
加
持
す
る
時
機
に
つ
い
て
、
明
恵
は
「
三
時
の
念
誦
の
次
い
で
毎
に
此
の
土
沙
加
持
を
修
す（

（（
（

」
と
述
べ
て
お
り
、

初
夜
・
日
中
・
後
夜
の
本
行
の
つ
い
で
に
土
砂
加
持
作
法
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
取
り
上
げ
る
伝
明
恵
『
加
持
土
砂
略
作
法
』

は
、
こ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
基
本
的
に
法
会
で
は
な
く
独
修
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
土
砂
を
加
持
す
る
所
作
に
つ
い
て
明
恵
は
、『
遊
心
安
楽
道
』
を
根
拠
と
し
な
が
ら
、
右
手
を
施
無
畏
印
に
し
て
光
明
真
言

を
唱
え
て
土
砂
を
加
持
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

（『
遊
心
安
楽
道
』
を
引
い
た
後
）
…
此
の
中
に
一
切
如
来
、
右
の
無
畏
の
手
を
伸
べ
て
、
此
の
真
言
を
説
い
て
土
砂
を
加
持

す
る
時
云
口々
伝

有
り　

此
の
土
沙
即
ち
一
切
如
来
の
無
畏
加
持
を
受
く
る
な
り（

（（
（

。

　

し
か
し
、『
遊
心
安
楽
道
』
が
引
用
す
る
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
で
は
、
あ
く
ま
で
も
右
施
無
畏
手
は
、
毘
盧
遮
那
如
来
が

清
浄
蓮
華
明
王
の
頭
頂
を
摩
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
（
摩
頂
授
記
）（

（（
（

、
本
来
、
土
砂
加
持
の
作
法
と
直
接
関
係
し
て
い
な
い
。
右

施
無
畏
手
に
よ
る
土
砂
加
持
は
明
恵
の
発
案
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
割
注
に
あ
る
よ
う
に
師
か
ら
の
「
口
伝
」
で
あ
る
の
か
不
明

で
あ
る
が
特
有
の
解
釈
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

明
恵
は
、
上
記
に
よ
っ
て
三
時
に
少
し
ず
つ
土
砂
を
加
持
し
て
大
き
な
容
器
に
貯
め
、
親
し
い
人
等
に
配
布
し
た
よ
う
で
あ
る

が（
（（
（

、
そ
の
加
持
土
砂
の
用
い
方
に
つ
い
て
も
、
経
軌
に
は
な
い
独
特
の
や
り
方
が
見
ら
れ
る
。

し
か
れ
ば
た
ゞ
此
土
砂
を
信
じ
て
、
病
席
に
ふ
さ
む
と
き
よ
り
、
く
び
に
も
か
け
て
、
て
に
も
に
ぎ
り
、
も
し
は
か
た
は
ら
に

も
を
き
て
、
一
切
如
来
の
大
光
明
の
照
触
に
あ
づ
か
る
と
を
も
ふ
べ
し
。
も
し
病
苦
身
を
せ
め
て
持
念
に
い
と
ま
あ
ら
ず
。
辛

苦
た
ち
が
た
く
し
て
潔
斎
わ
づ
ら
ひ
あ
ら
む
に
も
、
か
く
の
ご
と
く
信
敬
せ
ば
、
無
量
の
罪
業
を
け
し
、
無
辺
の
功
徳
を
あ
つ

め
て
、
光
照
の
利
益
の
ち
の
よ
に
を
よ
ぶ
べ
し（

（（
（

。

　

こ
こ
で
は
加
持
土
砂
を
亡
者
に
散
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
病
人
が
土
砂
を
首
に
か
け
、
手
に
握
り
、
さ
ら
に
は
身
の
か
た
わ
ら
に
置
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く
だ
け
で
も
、
滅
罪
等
の
功
徳
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る（

（（
（

。
後
世
、
加
持
さ
れ
た
土
砂
は
、「
お
土
砂
」「
お
す
な
ご
」
の
称
で
民

間
に
普
及
し
様
々
に
用
い
ら
れ
、
遺
骸
の
死
後
硬
直
を
解
く
、
あ
る
い
は
眼
病
治
療
や
安
産
祈
願
な
ど
の
目
的
で
広
く
用
い
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

次
に
土
砂
加
持
の
普
及
に
貢
献
し
た
の
は
、
興
正
菩
薩
叡
尊
（
一
二
〇
一
〜
一
二
九
〇
）
で
あ
り（

（（
（

、「
光
明
真
言
会
」
と
称
す
る

土
砂
を
加
持
す
る
法
会
を
普
及
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。「
光
明
真
言
会
」
で
は
、
導
師
が
「
光
明
真
言
法（

（（
（

」
あ
る
い
は
「
理
趣
経
法
」

を
修
し
、
二
五
口
の
職
衆
が
光
明
真
言
を
唱
え
て
壇
上
の
土
砂
を
加
持
す
る
形
を
と
る
が
、
土
砂
加
持
作
法
の
解
明
と
い
う
本
論
の

目
的
上
、
そ
の
説
明
は
割
愛
し
た
い（

（（
（

。

六
、
土
砂
加
持
作
法
の
諸
次
第

『
作
法
集
』
所
収
「
土
砂
加
持
略
作
法
」
を
検
証
す
る
の
に
先
だ
ち
、
ま
ず
『
作
法
集
』
の
外
、
単
独
で
存
在
す
る
土
砂
加
持
作
法

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
土
砂
加
持
作
法
が
ど
れ
ほ
ど
現
存
し
、
実
見
可
能
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
田
中
海
應
［
一
九
五
八
］
に
収
録
さ
れ
る
五
種
の
作
法
次
第
に
し
ぼ
り
分
析
を
試
み
た
い（

（（
（

。

①
明
恵
（
一
一
七
三
〜
一
二
三
二
）
伝
「
加
持
土
砂
略
作
法
」

②
顕
証
（
一
五
九
七
〜
一
六
七
八（

（（
（

）「
土
砂
加
持
作
法
」

③
浄
厳
（
一
六
三
九
〜
一
七
〇
二
）
作
「
加
持
土
砂
法
」

④
蓮
体
（
一
六
六
三
〜
一
七
二
六
）
作
「
土
砂
加
持
作
法
記
」

⑤
作
者
不
明
「
光
明
真
言
土
砂
加
持
法
」
金
胎
二
冊

　

上
記
次
第
の
構
成
は
広
略
様
々
で
あ
り
、
対
照
表
を
作
る
の
も
困
難
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
共
通
要
素
に
つ
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い
て
の
み
言
及
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
②
顕
証
の
次
第
は
最
も
簡
略
な
も
の
で
あ
り（

（（
（

、
入
我
我
入
を
必
要
と
し
な
い
土
砂
加
持
に
特

化
し
た
内
容
で
あ
り
、
本
宗
所
伝
と
類
似
し
て
い
る
。

　

①
明
恵
の
次
第
、
③
浄
厳
の
次
第
は
少
し
長
い
内
容
で
あ
り
、
土
砂
加
持
の
功
能
を
高
め
る
た
め
か
、
不
動
や
仏
眼
な
ど
の
諸
尊

の
印
明
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
両
次
第
で
は
共
通
し
て
道
場
観
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
入
我
我
入
を
前
提
と
す
る
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
③
に
は
、「
或
い
は
供
養
法
に
就
き
て
行
じ
、
或
い
は
独
り
此
の
法
を
行
ず
。
委
し
く
は
下
記
の
如
し
」（
田
中
一
四
二
頁
）
と

記
さ
れ
て
お
り
、
供
養
法
に
付
随
し
て
、
あ
る
い
は
単
独
で
土
砂
加
持
を
行
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

④
蓮
体
の
次
第
は
、
入
我
我
入
を
前
提
と
し
た
十
八
道
立
て
の
長
い
次
第
で
あ
り
、
散
念
誦
に
阿
弥
陀
や
滅
悪
趣
・
軍
荼
利
な
ど

の
印
明
を
加
え
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
⑤
の
次
第
は
、
金
剛
界
・
胎
蔵
界
立
て
の
極
め
て
長
い
次
第
で
あ
り
、
本
宗
所
伝
と
は
全
く

異
質
で
あ
る
。
次
第
構
成
の
点
で
い
え
ば
、
④
⑤
は
各
種
の
「
光
明
真
言
法
」
と
近
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
修
法
内
容
が
土
砂
加
持

と
い
う
目
的
に
収
斂
さ
れ
る
点
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
。

　

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
第
を
簡
単
に
見
て
き
た
が
、
次
に
諸
次
第
に
共
通
す
る
土
砂
加
持
の
要
素
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
の
第
一
は
、
修
法
で
は
護
身
法
の
後
、
洒
水
器
を
加
持
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
土
砂
加
持
作
法
で
は
土
砂
器
の
蓋
を
外
し
て
、

軍
荼
利
呪
や
ラ
ン
・
バ
ン
字
で
加
持
す
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば
①
明
恵
の
次
第
で
は
、「
想
え
土
砂
の
上
に
ラ
ン
字
有
り
。

大
火
炎
を
成
じ
て
浄
土
砂
中
の
不
浄
を
焼
か
ん
」「
想
え
土
砂
の
上
に
バ
ン
字
有
り
。
乳
水
を
成
じ
て
浄
土
砂
を
洗
わ
ん
」（
田
中
一

四
〇
頁
）
と
の
観
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
の
共
通
要
素
は
、
発
願
の
と
こ
ろ
で
加
持
土
砂
の
功
徳
を
強
調
し
、
衆
生
の
苦
を
除
く
こ
と
を
祈
願
す
る
こ
と
で
あ
る
。
①

明
恵
の
次
第
の
発
願
で
は
、「
至
心
発
願　

加
持
土
砂　

一
切
如
来　

大
秘
密
法
」
と
讃
え
た
後
、「
願
此
土
砂　

取
被
有
情　

無
量
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罪
業　

皆
悉
除
滅
」（
田
中
一
四
一
頁
）
な
ど
と
修
法
者
の
願
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
の
共
通
要
素
は
、
散
念
誦
あ
る
い
は
正
念
誦
の
と
こ
ろ
で
右
手
を
施
無
畏
印
に
し
、
光
明
真
言
を
唱
え
な
が
ら
土
砂
を
加
持

す
る
こ
と
で
あ
る
。
①
明
恵
の
次
第
で
は
、

　

次
光
明
真
言　

左
手
に
念
珠
を
執
り
、
右
手
に
施
無
畏
印
を
作
す
。「
観
ぜ
よ
、
掌
中
、
右
に
囲
遶
し
て
光
明
真
言
の
字
輪

有
り
。
一
々
の
字
、
五
仏
大
智
の
光
明
を
放
ち
て
土
砂
を
照
耀
す
。
土
砂
、
一
々
皆
な
変
じ
て
真
言
の
字
を
成
じ
、
三
千
大
千

世
界
を
照
ら
し
、
衆
生
、
悉
く
苦
を
離
れ
、
楽
を
得
ん
」。
是
の
如
く
観
じ
了
ら
ば
、
左
手
に
数
を
記
し
、
右
手
を
回
し
て
土

砂
を
加
持
す
。
多
々
益
善
な
り
。（
田
中
一
四
二
頁
）

と
、
施
無
畏
印
で
土
砂
を
加
持
す
る
と
規
定
し
て
お
り
、
前
に
取
り
挙
げ
た
明
恵
の
著
作
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
加
持
し

た
土
砂
が
光
明
真
言
の
文
字
に
な
る
と
い
う
特
異
な
理
解
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
明
恵
の
理
解
と
の
一
致
を
示
し
て
お
り
、
明
恵

伝
の
次
第
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

⑤
浄
厳
の
次
第
で
は
、
光
明
真
言
の
正
念
誦
の
と
こ
ろ
で
「
七
印
更問
」
と
述
べ
、
右
手
・
施
無
畏
印
の
五
指
を
開
く
と
、
そ
の
指

先
か
ら
五
色
光
が
放
た
れ
、
壇
場
の
土
砂
を
加
持
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
、「
五
色
光
印
」
と
い
う

名
称
の
由
来
で
あ
ろ
う
。

　

経
軌
の
土
砂
加
持
の
記
述
は
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
以
上
の
次
第
で
は
、
土
砂
を
容
器
に
入
れ
、
ラ
ン
・
バ
ン
字

や
光
明
真
言
に
よ
っ
て
重
ね
て
加
持
し
、
さ
ら
に
多
様
な
印
明
や
道
場
観
を
加
え
る
な
ど
創
意
を
加
え
、
よ
り
複
雑
な
内
容
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
。
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七
、
本
宗
所
伝
の
土
砂
加
持
作
法
に
つ
い
て

　

本
論
の
最
後
に
本
宗
所
伝
の
土
砂
加
持
作
法
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
本
宗
所
伝（

（（
（

と
い
え
ば
、
現
行
『
作
法
集
』
所
収
の
「
土

砂
加
持
略
作
法
」
が
思
い
浮
か
ぶ
が（

（（
（

、
智
積
院
第
二
二
世
動
潮
（
一
七
〇
九
〜
一
七
九
五
）
の
著
作
に
遡
れ
ば
、
お
よ
そ
三
種
の
土

砂
加
持
作
法
を
相
伝
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ⓐ
動
潮
『
秘
鈔
伝
授
手
鑑
』「
加
持
土
砂
作
法
」（『
智
山
全
書
』
九
、
三
二
一
頁
上
）

ⓑ
動
潮
『
作
法
集
伝
授
手
鑑
』「
土
砂
加
持
作
法
」（『
智
山
全
書
』
九
、
六
六
八
頁
下
〜
六
六
九
頁
上
）

ⓒ
動
潮
『
諸
切
紙
口
決
』「
加
持
土
砂
作
法
」（『
智
山
全
書
』
九
、
七
〇
八
頁
下
）

　

こ
れ
ら
の
土
砂
加
持
作
法
は
、
と
も
に
道
場
観
が
な
く
、
入
我
我
入
を
必
要
と
し
な
い
、
土
砂
加
持
と
い
う
事
作
法
に
特
化
し
た

次
第
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

ⓐ
作
法
は
、
守
覚
法
親
王
編
『
秘
鈔
』
に
由
来
す
る
も
の
で（

（（
（

、
本
宗
の
旧
『
作
法
集
』（
昭
和
三
一
年
版
）
所
収
の
「
加
持
土
砂

導
師
作
法
」
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
ⓑ
作
法
は
、
遍
智
院
成
賢
編
『
作
法
集
』（
五
十
四
帖
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
の
ⓒ
作
法
は
、
い
わ
ゆ
る
「
切
紙
」
と
称
さ
れ
る
簡
略
な
次
第
で
あ
り
、
現
行
『
作
法
集
』（
昭
和
四
一
年
版
）
所
収
の
「
加

持
土
砂
略
作
法
」
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
ⓐ
ⓑ
ⓒ
の
作
法
の
特
徴
を
挙
げ
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
、
全

体
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

ⓐ
動
潮
『
秘
鈔
伝
授
手
鑑
』「
加
持
土
砂
作
法
」（『
智
山
全
書
』
九
、
三
二
一
頁
上
）

『
秘
鈔
伝
授
手
鑑
』
は
、
醍
醐
覚
洞
院
勝
賢
（
一
一
三
八
〜
一
一
九
六
）
の
口
決
を
う
け
、
喜
多
院
御
室
守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
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〜
一
二
〇
二
）
が
抄
記
し
た
『
秘
鈔
』
を
も
と
に
、
動
潮
が
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
伝
授
を
行
い
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

元
に
な
る
「
加
持
土
砂
作
法
」
は
、『
秘
鈔
』
作
法
集
三
巻
の
う
ち
下
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
智
山
講
伝
所
［
二
〇
〇
一
］
の

次
第
で
は
、
三
礼
、
如
来
唄
、
発
願（

（（
（

、
五
大
願
、
光
明
真
言
（
百
遍
結
印　

有
観
）、
普
廻
向
と
な
っ
て
お
り
簡
略
で
あ
る
。
続
い

て
「
如
来
説
云
」
と
し
て
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
の
本
文
を
挙
げ
、
以
後
、「
我
等
罪
障
多
く
積
ん
で
生
処
猶
疑
は
し
、
仍
っ

て
一
匣
の
土
砂
を
以
っ
て
永
く
仏
前
の
壇
場
に
置
く
…
（
中
略
）
…
仏
結
願
の
導
師
別
し
て
五
大
願
を
発
し
、
諸
賢
各
々
三
密
観
に

住
し
て
此
の
真
言
を
誦
し
如
説
に
加
持
す（

（（
（

」
と
綴
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
構
成
・
文
脈
は
真
言
宗
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

前
述
の
『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
』
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

動
潮
は
『
手
鑑
』
で
、
以
上
の
『
秘
鈔
』
の
土
砂
加
持
作
法
に
つ
い
て
補
足
し
て
い
る
。
ま
ず
土
砂
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

「
人
の
踏
穢
せ
ざ
る
処
の
清
浄
の
砂
を
取
り
、
水
を
以
て
再
往
濯
洗
し
、
匣
に
入
れ
壇
場
に
置
く
。
毎
日
之
を
加
持
す
」
と
述
べ
て

お
り
、
前
の
明
恵
の
解
釈
と
通
底
し
て
い
る
。
作
法
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、「
今
此
の
作
法
は
、
其
の
開
白
の
時
の
所
用
な
り
」

と
述
べ
、
以
後
毎
日
、
光
明
真
言
を
一
〇
八
遍
唱
え
て
加
持
し
、
真
言
の
力
を
土
砂
に
薫
入
さ
せ
る
べ
き
と
し
て
い
る（

（（
（

。『
手
鑑
』

の
最
後
に
は
、
強
く
真
言
律
宗
が
意
識
さ
れ
、「
和
上
の
云
く
、
今
時
、
律
家
に
用
い
る
所
の
加
持
土
砂
の
作
法
、
興
正
菩
薩
の
伝

に
し
て
、
大
に
此
の
作
法
と
異
な
り
。
謂
く
土
砂
を
以
て
壺
に
入
れ
、
壇
場
に
置
き
、
光
明
真
言
の
法
を
修
す
云
々
」
と
述
べ
ら
れ
、

導
師
作
法
に
「
光
明
真
言
法
」
を
用
い
る
叡
尊
の
作
法
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
く
む
も
の
が
旧
『
作
法
集
』
の
「
加
持
土
砂
導
師
作
法
」
で
あ
る
。
そ
の
次
第
構
成
は
、『
秘
鈔
』
を
踏
襲

す
る
が
、
な
ぜ
か
「
如
来
説
云
」
以
下
の
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
本
文
が
省
略
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
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ⓑ
動
潮
『
作
法
集
伝
授
手
鑑
』「
土
砂
加
持
作
法
」（『
智
山
全
書
』
九
、
六
六
八
頁
下
〜
六
六
九
頁
上
）

『
作
法
集
伝
授
手
鑑
』
は
、
遍
智
院
成
賢
（
一
一
六
二
〜
一
二
三
一
）
撰
『
作
法
集
』
五
十
四
帖
（
以
下
、「
五
十
四
帖
」）
を
も
と

に
、
動
潮
が
伝
授
を
行
い
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
元
に
な
る
「
五
十
四
帖
」
の
次
第
は
、
動
潮
が
「
此
は
秘
抄
作
法
の
巻
に
出
す

所
の
別
帖
な
る
な
り
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
秘
鈔
』
の
次
第
と
一
致
し
て
い
る
。

　

動
潮
は
、
次
第
中
の
「
有
観
」
に
つ
い
て
「
五
色
の
光
明
、
泥
梨
の
底
を
照
し
、
受
苦
の
衆
生
を
利
済
し
た
ま
う
」
と
観
文
を
補

う
他
は
、
基
本
的
に
ⓐ
『
手
鑑
』
と
同
様
の
作
法
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
作
法
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
動
潮
は
、「
醍
醐
に
於
て
元
は
結
衆
有
り
。
結
衆
、
悉
く
加
持
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
醍
醐
に

お
け
る
光
明
真
言
会
に
お
い
て
依
用
さ
れ
た
作
法
が
相
承
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
『
手
鑑
』
の
最
後
に
は
、「
律
家
の

土
砂
加
持
は
、
興
正
菩
薩
の
余
風
な
り
。
光
明
真
言
の
法
を
修
し
て
之
を
加
持
す
。
醍
醐
に
は
修
法
加
持
す
る
こ
と
無
し
」
と
述
べ

て
お
り
、
ⓐ
『
手
鑑
』
と
同
様
、
真
言
律
宗
の
相
承
と
の
相
違
を
強
調
し
て
い
る
。

ⓒ
動
潮
『
諸
切
紙
口
決
』「
加
持
土
砂
作
法
」（『
智
山
全
書
』
九
、
七
〇
八
頁
下
）

『
諸
切
紙
口
決
』
は
、
動
潮
が
七
〇
歳
前
に
記
し
た
も
の
で
、
秘
蔵
し
た
口
決
と
さ
れ
る（

（（
（

。
当
作
法
の
冒
頭
、「
此
は
秘
抄
作
法
の

巻
の
加
持
土
砂
法
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
前
述
の
ⓐ
ⓑ
作
法
と
は
異
質
な
内
容
で
あ
り
、
②
顕
証
「
土
砂
加
持
作
法
」

と
近
似
す
る
こ
と
か
ら
同
系
統
の
作
法
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
当
作
法
に
は
、
阿
弥
陀
の
印
明
が
説
か
れ
る
な
ど
、
源
信
に
由
来
す
る
浄

土
教
の
影
響
が
色
濃
い
が（

（（
（

、
大
日
印
明
も
説
く
こ
と
か
ら
、
覚
鑁
（
一
〇
九
五
〜
一
一
四
三
）
の
「
大
日
即
弥
陀（

（（
（

」
の
よ
う
な
観
念

が
前
提
に
あ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
次
第
は
、
土
砂
加
持
（
訖
里
訖
里
の
明
廿
一
反
）、
大
日
印
明
（
秘
秘
伝
法
の
印
）、
弥
陀
（
根
本
印
明
、
十
甘
露
の
呪
）
と
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き
わ
め
て
簡
略
な
内
容
で
あ
り
、
光
明
真
言
会
の
導
師
作
法
と
い
う
よ
り
は
、
本
来
、
行
者
が
自
行
と
し
て
独
修
す
る
た
め
の
次
第

と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
当
次
第
も
開
白
に
修
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
以
後
、
光
明
真
言
を
一
〇
八
遍
唱
え
、
五
色
光
印
に
よ
っ
て

毎
日
加
持
す
べ
き
と
し
て
い
る（

（（
（

。

　

当
作
法
と
、
②
顕
証
「
土
砂
加
持
作
法
」
お
よ
び
現
行
『
作
法
集
』
の
「
加
持
土
砂
略
作
法
」
を
対
照
す
る
と
以
下
の
表
と
な
る

（
※
項
目
冒
頭
の
漢
数
字
は
次
第
中
の
配
列
を
示
す
た
め
に
、
便
宜
上
、
付
し
た
）。

②
顕
証
「
土
砂
加
持
作
法
」

『
諸
切
紙
口
決
』「
加
持
土
砂
作
法
」

『
作
法
集
』「
加
持
土
砂
略
作
法
」

一
加
持
香
水

四
発
願（

（（
（

二
発
願（

（（
（

一
土
砂
加
持
（
訖
里
訖
里
明
）

三
土
砂
加
持
（
三
鈷
）

二
智
拳
印
（
五
智
言
・
光
明
真
言
）

二
大
日
印
明
（
秘
秘
伝
法
の
印
）

四
大
日
印
明
（
灌
頂
秘
印
明
）

三
阿
弥
陀
印
（
小
呪
光
言
）

三
弥
陀
（
根
本
印
明
、
十
甘
露
の
呪
）

五
弥
陀
印
明
（
大
呪
）

一
外
五
鈷
印
（
五
字
明
・
光
明
真
言
）

六
外
五
鈷
印
（
五
字
明
）

五
五
大
願

六
五
色
光
印
（
光
明
真
言
）

七
五
色
光
印
（
光
明
真
言
）

七
念
誦
（
光
明
真
言
）

八
念
誦
（
光
明
真
言
）

八
廻
向

九
廻
向
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以
上
か
ら
、
旧
『
作
法
集
』（
昭
和
三
一
年
版
）
で
は
「
加
持
土
砂
導
師
作
法
」
と
い
う
名
で
『
秘
鈔
』
の
作
法
が
収
録
さ
れ
た

の
に
対
し
、
現
行
『
作
法
集
』（
昭
和
四
一
年
版
）
で
は
「
土
砂
加
持
略
作
法
」
と
し
て
別
系
統
の
作
法
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
た
だ
、
同
一
の
『
作
法
集
』
な
が
ら
、
新
旧
で
な
ぜ
土
砂
加
持
作
法
が
取
り
替
え
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の

理
由
は
不
明
で
あ
り
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

結　

論

　

本
論
で
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
な
ど
に
お
け
る
土
砂
加
持
の
実
態
を
概
観
し
な
が
ら
、
全
体
の
流
れ
の
中
で
、『
作
法
集
』
な
ど
に

収
録
さ
れ
る
本
宗
所
伝
の
土
砂
加
持
作
法
の
位
置
づ
け
を
探
る
べ
く
論
を
展
開
し
て
き
た
。
本
論
で
の
検
証
に
よ
っ
て
判
明
し
た
こ

と
を
以
下
、
項
目
に
て
示
し
て
お
き
た
い
。

・
イ
ン
ド
に
お
け
る
土
砂
加
持
は
独
修
を
基
本
と
し
た
密
教
作
法
で
あ
り
、
身
近
に
あ
る
土
砂
を
手
に
と
り
真
言
陀
羅
尼
で
加
持

し
て
亡
者
な
ど
に
散
ず
れ
ば
、
天
界
に
転
生
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
。

・
イ
ン
ド
に
お
け
る
土
砂
加
持
に
は
、
多
様
な
真
言
陀
羅
尼
が
用
い
ら
れ
た
が
、
日
本
で
は
特
に
光
明
真
言
が
広
く
民
衆
の
信
仰

を
得
た
。
そ
の
本
軌
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
で
は
、
真
言
を
一
〇
八
遍
唱
え
て
土
砂
を
加
持
し
、
亡
者
の
遺
体
の
う
え
に

散
ず
る
な
ら
ば
極
楽
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
、『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
』
や
『
遊
心
安
楽
道
』
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
。

・
日
本
で
は
、
九
世
紀
後
半
よ
り
光
明
真
言
の
信
仰
が
広
が
り
は
じ
め
、
特
に
一
〇
世
紀
、
比
叡
山
の
「
二
十
五
三
昧
会
」
な
ど

の
極
楽
浄
土
・
阿
弥
陀
信
仰
を
背
景
に
光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
日
本
独
自
の
展
開

と
し
て
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
職
衆
を
伴
っ
た
法
会
が
行
わ
れ
た
形
跡
も
読
み
取
ら
れ
る
。

・
明
恵
は
、
浄
土
の
念
仏
に
抗
す
る
形
で
、
光
明
真
言
や
土
砂
加
持
の
功
徳
を
宣
揚
し
、
土
砂
の
庶
民
へ
の
普
及
を
促
し
た
。
明
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恵
の
光
明
真
言
に
関
す
る
教
理
的
解
釈
、
お
よ
び
土
砂
加
持
に
関
す
る
事
作
法
は
、
後
の
東
密
な
ど
に
お
け
る
諸
作
法
の
成
立

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
明
恵
の
土
砂
加
持
作
法
は
、
独
修
を
基
本
と
し
て
お
り
、
現
行
『
作
法
集
』
と
近
い

性
格
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

・
土
砂
加
持
作
法
は
独
修
を
基
本
と
し
広
略
様
々
な
も
の
が
存
す
る
が
、
日
本
特
有
の
展
開
と
し
て
光
明
真
言
の
他
、
大
日
如
来

や
阿
弥
陀
如
来
な
ど
の
種
々
の
印
明
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
同
作
法
は
目
的
が
土
砂
加
持
に
特
化
す
る
点
に
お
い
て
、
次
第
構

成
が
類
似
す
る
「
光
明
真
言
法
」
と
区
別
さ
れ
る
。

・
動
潮
が
相
承
し
た
土
砂
加
持
作
法
は
、
ⓐ
『
秘
鈔
』
由
来
（
ⓑ
五
十
四
帖
も
同
）
と
、
Ⓒ
「
切
紙
」
由
来
と
の
二
種
に
大
別
さ

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
修
法
者
に
よ
る
入
我
我
入
を
必
要
と
し
な
い
、「
土
砂
を
加
持
す
る
」
と
い
う
事
作
法
に
特
化
し
た
次
第

と
考
え
ら
れ
る
。『
秘
鈔
』
の
作
法
は
『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
』
と
一
致
し
、
Ⓒ
「
切
紙
」
の
作
法
は
阿
弥
陀
の

印
明
が
説
か
れ
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
源
信
な
ど
に
よ
る
浄
土
・
阿
弥
陀
信
仰
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

・
旧
『
作
法
集
』（
昭
和
三
一
年
版
）
の
「
加
持
土
砂
導
師
作
法
」
は
、『
秘
鈔
』
に
由
来
す
る
光
明
真
言
会
・
開
白
に
お
け
る
導

師
作
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
行
『
作
法
集
』（
昭
和
四
一
年
版
）
の
「
土
砂
加
持
略
作
法
」
は
、
阿
弥
陀
・
浄
土
信
仰
の

色
が
濃
い
「
切
紙
」
に
も
と
づ
く
作
法
で
あ
り
、
そ
の
簡
略
さ
か
ら
独
修
用
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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２
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］
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〜
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光
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羂
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盧
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仏
大
灌
頂
光
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大
正
蔵
一
〇
〇

二
番
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
増
広
編
集
さ
れ
た
も
の
が
伝
不
空
訳
『
毘

盧
遮
那
仏
説
金
剛
頂
経
光
明
真
言
儀
軌
』（
版
本
）
で
あ
る
。
後
者

に
つ
い
て
は
、
速
水
侑
［
一
九
七
五
］
に
お
い
て
一
一
世
紀
頃
の
日

本
で
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
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る
。

（
４
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献
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Ｅ
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仏
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。
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９
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ョ
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佐
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二
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六
］
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漢
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に
お
け
る
土
砂
加

持
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仏
陀
波
利
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仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
蔵
経
』
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九

巻
三
五
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頁
下
段
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ど
に
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れ
る
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紀
頃
の
書
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本Sarvagatipariśodhana-u ṣṇī ṣavijayā nām

a 
dhāra ṇī
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O
 M

U
SEU

M

所
蔵
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の
土
砂
加
持
原
文
お
よ
び

和
訳
な
ど
に
つ
い
て
はGudrun M

elzer

［
二
〇
〇
七
］、
畝
部
俊

也
［
二
〇
一
五
］
参
照
。



土砂加持儀礼の源流と展開

― 77 ―

が
、
そ
れ
を
重
視
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。『
弘
大
全
』
五
輯

二
九
三
〜
二
九
四
頁
に
は
、『
光
明
真
言
秘
式
』
一
巻
も
収
録
さ
れ

る
が
、
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
一
五
三
〜
一
五
四
頁
に
お
い
て
真

撰
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
真
偽
は
不
明
で
あ
る
が
、
空
海
の
誕

生
寺
（
産
屋
）
の
候
補
地
と
さ
れ
る
香
川
県
の
海
岸
寺
に
は
、「
大

同
二　

空
海
」
と
刻
し
た
梵
字
光
明
真
言
の
石
が
存
在
し
て
い
る
。

（
19
）
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
参
照
。
同
書
一
五
五
頁
で
も
触
れ
る
よ
う

に
、『
中
右
記
』
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
一
二
月
七
日
の
項
に
は
、

覚
鑁
と
光
明
真
言
に
関
す
る
以
下
の
問
答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

晩
頭
、
高
野
山
正
覚
房
聖
人
、
入
り
来
た
る
。
光
明
真
言
の
令

処
を
問
う
に
、
答
え
て
云
く
、「
大
日
并
に
阿
弥
陀
の
呪
な
り
。

功
徳
甚
深
に
し
て
不
可
思
議
な
り
。
真
言
の
中
に
五
智
如
来
を

備
う
る
な
り
。
是
れ
に
依
り
て
持
呪
を
為
す
に
、
尋
い
で
奥
義

を
問
う
べ
き
な
り
」
と
。
此
れ
を
＊
聞
き
悟
了
し
、
信
心
い
た

さ
れ
る
な
り
。（『
増
補　

史
料
大
成
』
一
四
巻
、
中
右
記
六
、

三
五
五
頁
下
段
）

　

こ
の
引
用
で
は
、
光
明
真
言
を
大
日
・
阿
弥
陀
の
真
言
、
ま
た
大

日
の
五
智
を
具
え
た
真
言
と
規
定
し
て
お
り
、
覚
鑁
も
ま
た
念
仏
聖

と
の
交
流
の
中
で
、
そ
の
信
仰
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
推
定
さ
れ

る
。

　

ま
た
別
処
栄
厳
『
密
宗
安
心
教
示
章
』（
一
八
七
四
）
で
は
、
情

報
源
は
不
明
な
が
ら
、「
興
教
大
師
は
亡
者
の
後
世
を
助
く
る
為
に

は
光
明
真
言
、
尤
も
勝
れ
た
り
。
勤
め
易
く
し
て
而
も
一
定
後
世
の

助
る
る
法
な
り
と
仰
せ
ら
れ
た
り
」
と
記
し
て
お
り
、
覚
鑁
に
由
来

文
を
刻
し
た
尊
勝
経
幢
（
拙
論
［
二
〇
〇
八
］
五
九
〜
六
〇
頁
参
照
）

や
、
ま
た
土
砂
加
持
の
様
子
を
描
い
た
敦
煌
莫
高
窟
『
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
経
』
の
経
変
図
（
下
野
玲
子
［
二
〇
一
七
］
参
照
）
な
ど
が
あ

る
が
、
実
際
ど
れ
ほ
ど
行
わ
れ
た
の
か
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

（
10
）『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
』
の
成
立
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て
は
遠
藤
純

一
郎
［
二
〇
〇
八
］
参
照
。

（
11
）『
大
正
蔵
経
』
四
六
巻
一
〇
〇
一
頁
中
段
。

（
12
）『
大
正
蔵
経
』
四
六
巻
一
〇
〇
五
頁
中
段
。

（
13
）『
開
元
録
』（『
大
正
蔵
経
』
五
五
巻
五
六
九
頁
中
段
）
に
よ
れ
ば
、『
不

空
羂
索
神
変
真
言
経
』
の
訳
経
は
神
龍
三
年
（
七
〇
七
）
に
始
ま
り
、

景
龍
三
年
（
七
〇
九
）
の
春
に
完
了
し
た
と
記
録
さ
れ
る
。

（
14
）『
開
元
録
』（『
大
正
蔵
経
』
五
五
巻
五
六
九
頁
中
段
）
に
よ
れ
ば
、『
大

宝
積
経
』
の
訳
経
は
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
に
始
ま
り
、
先
天
二
年

（
七
一
三
）
に
完
了
し
た
と
記
録
さ
れ
る
。

（
15
）『
遊
心
安
楽
道
』
の
概
要
・
研
究
史
な
ど
に
つ
い
て
は
愛
宕
邦
康
［
二

〇
〇
三
］
に
詳
し
い
。

（
16
）『
大
正
蔵
経
』
四
七
巻
一
一
九
頁
下
段
。

（
17
）
日
本
に
お
け
る
初
期
の
受
容
状
況
に
つ
い
て
は
、
田
中
海
應
［
一
九

五
八
］、
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］、
速
水
侑
［
一
九
七
五
］
を
参
照

し
た
。

（
18
）『
御
請
来
目
録
』（『
定
弘
大
全
』
第
一
巻
一
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
空

海
が
不
空
『
不
空
羂
索
毘
盧
遮
那
仏
大
灌
頂
光
明
真
言
』（
大
正
蔵

一
〇
〇
二
番
）
を
請
来
し
、『
三
学
録
』
の
雑
部
真
言
経
（『
定
弘
大

全
』
第
一
巻
五
五
頁
）
の
ひ
と
つ
に
名
を
挙
げ
た
の
は
事
実
で
あ
る
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（
27
）
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
に
よ
れ
ば
、
明
恵
は
伝
元
暁
『
遊
心
安
楽

道
』
の
論
旨
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、「
…
常
に
浄
土
往
生
思
想
を

対
照
と
し
乍
ら
、
浄
土
往
生
の
優
劣
を
説
い
て
光
明
真
言
土
砂
加
持

に
優
る
も
の
は
な
い
と
論
ず
る
点
は
元
暁
の
意
図
と
は
全
く
異
な
っ

た
も
の
で
あ
る
」（
一
六
四
頁
）
と
述
べ
、
ま
た
「
…
現
世
の
罪
業

は
最
早
問
題
で
は
な
く
、
等
し
く
そ
の
功
徳
を
蒙
る
事
を
認
め
た
点

は
旧
仏
教
の
論
理
で
は
な
い
」「
高
弁
の
論
述
が
華
厳
の
元
暁
の
遊

心
安
楽
道
の
説
を
遵
守
し
乍
ら
善
悪
の
人
に
差
別
を
設
け
ず
等
し
く

往
生
す
る
と
い
う
説
を
強
く
説
い
た
点
は
異
な
っ
た
も
の
と
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
一
六
五
頁
）
と
し
て
両
者
の
差
異
を
指
摘
し
て

い
る
。

（
28
）『
真
言
宗
安
心
全
書
』
下
巻
一
三
頁
（『
光
明
真
言
加
持
土
沙
義
』）。

『
真
言
宗
安
心
全
書
』
下
巻
四
六
〜
四
七
頁
に
も
同
様
の
仮
名
文
が

あ
る
（『
光
明
真
言
加
持
土
沙
勧
信
記
』）。

（
29
）『
真
言
宗
安
心
全
書
』
下
巻
一
三
頁
（『
光
明
真
言
加
持
土
沙
義
』）。

（
30
）『
真
言
宗
安
心
全
書
』
下
巻
七
頁
（『
光
明
真
言
加
持
土
沙
義
』）。

（
31
）『
大
正
蔵
経
』
二
〇
巻
三
八
四
頁
下
段
。
光
明
真
言
を
説
く
直
前
に

「
爾
の
時
、
十
方
一
切
の
刹
土
の
三
世
一
切
如
来
毘
盧
遮
那
如
来
、

一
時
に
皆
な
右
の
無
畏
手
を
伸
ば
し
て
清
浄
蓮
華
明
王
の
頂
を
摩
し
、

同
じ
く
不
空
大
灌
頂
光
真
言
を
説
い
て
曰
く
、
…
（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
32
）『
光
明
真
言
加
持
土
沙
勧
信
記
』
で
は
加
持
土
砂
の
分
配
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

初
・
後
夜
・
日
中
の
三
時
練
行
の
つ
い
で
に
、
此
加
持
の
法
を

修
す
れ
ば
、
呪
砂
連
連
に
つ
も
る
。
是
れ
を
大
き
な
る
ひ
つ
に

す
る
何
ら
か
の
口
伝
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
世
、
こ
の
一

節
に
も
と
づ
き
光
明
真
言
の
願
文
が
作
ら
れ
、
本
宗
の
次
第
で
は
『
諸

法
会
要
集
』
な
ど
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
に
よ
れ
ば
、
光
明
真
言
の
史
料
上
の
初
出

は
、『
三
大
実
録
』
の
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
で
あ
り
、
清
和
天
皇

の
初
七
日
に
際
し
、
円
覚
寺
に
僧
五
〇
口
を
集
め
て
昼
は
『
法
華
経
』、

夜
は
「
光
明
真
言
」
を
誦
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
四
、
四
八
八
頁
）。
速
水
侑
［
一
九
七
五
］
一
六
八
〜

一
六
九
頁
で
は
、
後
人
の
偽
作
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
慎
重
な
が
ら

も
、
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
の
『
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
略
記
』
を

紹
介
し
て
い
る
。

（
21
）
速
水
侑
［
一
九
七
五
］
一
六
九
頁
以
降
に
詳
し
い
。

（
22
）『
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
』
の
作
者
お
よ
び
成
立
を
め
ぐ

っ
て
、
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
は
疑
念
を
抱
く
が
、
速
水
侑
［
一

九
七
五
］
で
は
、
源
信
の
他
著
作
中
に
光
明
真
言
へ
の
言
及
が
あ
る

こ
と
を
論
拠
に
本
書
の
真
撰
を
主
張
し
て
い
る
。

（
23
）『
恵
心
僧
都
全
集
』
一
巻
三
五
〇
〜
三
五
一
頁
。

（
24
）『
恵
心
僧
都
全
集
』
一
巻
三
四
二
頁
。

（
25
）
速
水
侑
［
一
九
七
五
］
一
七
三
頁
で
は
、
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）、

播
磨
極
楽
寺
瓦
経
銘
の
「
光
明
真
言
・
尊
勝
陀
羅
尼
の
加
持
土
砂
を

以
て
、
当
寺
幷
に
国
中
の
尸
蹤
墓
所
に
散
ぜ
し
む
る
こ
と
幾
千
万
処

を
知
ら
ず
」（『
平
安
遺
文
』
金
石
文
編
二
九
九
号
）
を
引
い
て
、
加

持
土
砂
が
民
衆
間
に
広
ま
っ
て
い
た
証
左
と
し
て
い
る
。

（
26
）
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］、
末
木
文
美
士
［
一
九
九
八
］
な
ど
を
参
照
。
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東
密
で
は
醍
醐
遍
智
院
義
範
の
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
と
さ
れ
て

い
る
。
田
中
海
應
［
一
九
五
八
］
九
一
頁
以
降
に
は
光
明
真
言
法
の

諸
次
第
と
し
て
、
乗
海
作
、
明
恵
作
、『
秘
鈔
』
第
三
、
顕
証
作
、

八
坂
一
円
作
、『
薄
双
紙
』、
浄
厳
作
が
収
録
さ
れ
る
。
本
宗
所
伝
の

「
光
明
真
言
法
」
は
、
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）、
洞
泉
律
師
の
自

筆
艸
本
に
基
づ
く
次
第
で
あ
る
。「
光
明
真
言
法
」
は
、
土
砂
加
持

に
特
化
し
た
修
法
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
入
我
我
入
が
主
た
る
目

的
で
あ
り
、
光
明
真
言
と
い
う
性
格
上
、「
土
砂
加
持
法
会
」
で
修

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
必
然
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
岩

原
諦
信
［
一
九
五
一
］
一
頁
参
照
）。

（
38
）
光
明
真
言
に
よ
る
土
砂
加
持
を
目
的
と
す
る
法
会
は
、「
光
明
真
言
会
」

「
土
砂
加
持
法
会
」「
光
明
三
昧
」「
光
明
大
会
」
な
ど
種
々
の
名
で

呼
ば
れ
る
。
潮
弘
憲
［
二
〇
一
七
］
四
六
一
〜
四
六
二
頁
で
は
、「
土

砂
加
持
法
会
」
は
『
理
趣
経
』
を
読
誦
す
る
経
立
の
法
会
、「
光
明

三
昧
」
は
光
明
真
言
を
唱
え
る
咒
立
の
法
会
と
分
類
し
て
い
る
。
修

法
す
る
壇
の
中
心
に
は
、
清
浄
な
土
砂
を
入
れ
た
器
が
安
置
さ
れ
、

導
師
作
法
お
よ
び
二
五
口
の
職
衆
に
よ
る
光
明
真
言
読
誦
に
よ
っ
て

一
座
あ
る
い
は
六
座
に
土
砂
を
加
持
す
る
。
導
師
作
法
は
、
流
派
に

よ
っ
て
異
な
り
、
例
え
ば
高
野
山
の
宝
門
で
は
「
光
明
真
言
法
」、

寿
門
で
は
「
理
趣
経
法
」
を
用
い
る
の
が
習
い
だ
と
い
う
（
岩
原
諦

信
［
一
九
五
一
］
参
照
）。

（
39
）「
土
砂
加
持
作
法
」
は
法
会
を
要
せ
ず
、
独
修
可
能
な
次
第
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
④
蓮
体
作
「
土
砂
加
持
作
法
記
」
末
尾
に
「
若

し
伴
僧
有
ら
ば
光
明
三
昧
な
り
。
右
手
に
印
を
作
し
、
眼
に
壇
場
の

う
つ
し
を
き
て
、
親
疎
こ
ふ
こ
と
あ
れ
ば
、
要
に
し
た
が
ひ
て

是
れ
を
あ
た
ふ
。
ね
が
ふ
所
は
十
方
に
分
散
し
、
三
世
に
周
遍

し
て
、
真
言
の
利
益
つ
く
る
事
な
か
ら
む
が
た
め
な
り
。（『
真

言
宗
安
心
全
書
』
下
巻
三
六
頁
）

（
33
）『
真
言
宗
安
心
全
書
』
下
巻
二
三
頁
（『
光
明
真
言
加
持
土
沙
義
』）。

（
34
）
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
一
六
一
頁
で
は
、『
定
真
備
忘
録
』（
高
山

寺
所
蔵
本
）
に
よ
っ
て
「
仍
っ
て
彼
は
臨
終
に
当
り
、
そ
の
臨
終
の

作
法
と
し
て
光
明
真
言
を
中
心
と
し
て
行
っ
た
事
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
興
味
深
い
。

（
35
）
加
持
土
砂
の
功
徳
と
民
間
信
仰
に
つ
い
て
は
、
田
中
海
應
［
一
九
五

八
］
二
五
九
〜
二
六
四
頁
や
、
粕
谷
隆
宣
［
二
〇
〇
七
］［
二
〇
一
三
］

に
詳
し
い
。『
照
闍
鈔
纂
霊
記
』
巻
一
に
よ
れ
ば
、
猫
で
も
土
砂
を

飲
め
ば
鼠
を
捕
ら
な
く
な
り
、
銃
筒
に
土
砂
を
入
れ
れ
ば
生
類
に
当

た
ら
な
く
な
り
、
網
に
土
砂
を
散
ず
れ
ば
魚
が
か
か
ら
な
く
な
る
と

い
う
。
ま
た
土
砂
を
清
水
と
混
ぜ
て
妊
婦
に
飲
ま
せ
れ
ば
安
産
と
な

り
、
病
人
に
与
え
れ
ば
一
切
の
病
気
を
治
癒
で
き
る
と
い
う
。

（
36
）
叡
尊
の
光
明
真
言
会
に
つ
い
て
は
本
論
で
割
愛
す
る
が
、
田
中
海
應

［
一
九
五
八
］
八
〇
〜
八
八
頁
、
櫛
田
良
洪
［
一
九
六
四
］
一
六
七

頁
〜
な
ど
に
詳
し
い
。

（
37
）
光
明
真
言
は
、
そ
の
信
仰
の
隆
盛
と
と
も
に
台
密
・
東
密
の
修
法
中

に
流
入
し
、
滅
罪
・
息
災
・
敬
愛
を
目
的
と
す
る
「
光
明
真
言
法
」

が
作
ら
れ
た
。
田
中
海
應
［
一
九
五
八
］
七
〇
頁
お
よ
び
櫛
田
良
洪

［
一
九
六
四
］
一
五
七
〜
一
五
八
頁
に
よ
れ
ば
、「
光
明
真
言
法
」
の

始
ま
り
は
、
台
密
で
は
大
原
僧
都
長
宴
の
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）、



現代密教　第29号

― 80 ―

よ
う
で
あ
る
。

（
45
）
布
施
浄
慧
［
一
九
七
七
］
五
九
頁
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
源
は
心
覚
の

作
法
集
」
と
述
べ
ら
れ
る
が
実
見
で
き
な
か
っ
た
。『
仏
書
解
説
大

辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
高
野
山
大
学
に
写
本
が
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、

作
者
を
心
覚
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）『
智
山
全
書
』
解
題　

二
三
六
〜
二
三
八
頁
参
照
。
田
中
海
應
［
一

九
五
八
］
一
五
七
〜
一
五
八
頁
に
も
「
加
持
土
砂
導
師
作
法
」
の
名

で
同
様
の
次
第
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）
発
願
の
句
に
つ
い
て
、「
至
心
発
願　

加
持
土
砂　

秘
密
神
呪　

真

言
法
楽　

功
徳
威
力　

薫
入
土
砂　

一
切
霊
等　

平
等
利
益　

滅
罪

生
善　

往
生
極
楽　

自
他
同
証　

無
上
菩
提
」（
智
山
講
伝
所
編
『
秘

鈔
』、
二
〇
〇
一
年
）
と
あ
る
。

（
48
）
智
山
講
伝
所
［
二
〇
〇
一
］
下
巻
二
八
七
頁
。

（
49
）『
醍
醐
乳
味
鈔
』
に
収
録
さ
れ
る
『
秘
鈔
』
で
も
同
様
で
あ
り
、「
牛

馬
等
の
踏
ま
ざ
る
所
の
土
砂
を
採
り
、
以
て
大
を
去
け
小
を
除
き
其

中
を
撰
び
、
善
能
く
洗
浄
し
以
て
此
を
筥
に
収
め
壇
場
に
安
置
し
、

光
言
一
〇
八
返
を
誦
し
て
、
而
し
て
之
を
加
持
す
る
な
り
。
爾
後
毎

日
斯
の
如
く
為
す
な
り
。
真
言
の
功
力
、
土
砂
に
薫
入
し
、
広
大
の

利
益
を
施
作
す
」（『
醍
醐
乳
味
鈔
』
一
四
、
六
九
丁
右
〜
七
〇
丁
右
）

と
あ
る
。

（
50
）
動
潮
は
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、「
已
下
、

導
師
一
人
唱
う
る
な
り
」（『
智
山
全
書
』
九
、
三
二
一
頁
上
段
）
と

述
べ
て
い
る
。

（
51
）『
智
山
全
書
』
解
題　

二
四
四
〜
二
四
五
頁
参
照
。

土
砂
を
観
じ
て
同
じ
く
之
を
加
持
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
職

衆
を
伴
っ
た
光
明
真
言
会
で
用
い
て
よ
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

（
40
）
田
中
海
應
［
一
九
五
八
］
一
四
〇
〜
一
五
七
頁
。
ま
た
同
書
に
は
他

に
実
快
作
「
土
砂
加
持
法
」「
加
持
土
砂
導
師
作
法
」「
加
持
土
砂
表

白
」「
結
願
作
法
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
る
が
、
実
修
作
法
に
関
わ
る

内
容
が
少
な
い
た
め
検
討
を
略
し
た
。

（
41
）
顕
証
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
二
二
八
頁
参
照
。

（
42
）
②
顕
証
「
土
砂
加
持
作
法
」
の
冒
頭
「
清
浄
な
る
砂
、
或
い
は
土
を

以
て
、
更
に
浄
香
水
を
以
て
之
を
洗
い
、
函
（
或
い
は
桶
）
に
入
る
。

机
上
に
之
を
置
き
、
行
法
の
終
り
、
或
い
は
別
座
に
之
を
加
持
せ
よ
」

と
述
べ
ら
れ
る
。

（
43
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻
（
一
九
九
五
年
、
真
言
宗
智
山
派

宗
務
庁
）
一
七
〇
〜
一
七
一
頁
に
は
、
明
恵
上
人
作
法
な
ど
一
〇
種

の
土
砂
加
持
関
係
資
料
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
た
が
残
念
な
が
ら
実
見

の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
44
）
高
野
山
の
中
院
流
の
作
法
集
（
大
山
公
淳
『
中
院
流
日
用
作
法
集　

伝
授
録
』
な
ど
を
参
照
）
や
、
真
言
宗
豊
山
派
の
作
法
集
（
法
会
儀

則
専
門
委
員
会
編
）、
ま
た
隆
瑜
の
『
諸
大
事
十
結
』（『
加
持
祈
祷　

真
言
秘
密
諸
大
事
全
集
』）
に
も
土
砂
加
持
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
土
砂
加
持
作
法
」
は
本
来
、『
作
法
集
』
と
は
異

な
る
流
れ
に
あ
っ
た
が
、
本
宗
の
『
作
法
集
』
が
編
成
さ
れ
る
際
、

『
秘
鈔
』
な
ど
か
ら
取
り
こ
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
天

台
宗
の
作
法
集
に
あ
た
る
『
天
台
宗
常
用
法
儀
集
』
に
「
土
砂
加
持

法
」
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
恵
の
伝
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
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（
59
）『
作
法
集
』
に
発
願
の
句
は
記
載
さ
れ
な
い
が
、
布
施
浄
慧
［
一
九

七
七
］
六
七
頁
で
は
、『
秘
鈔
』
の
句
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

土
砂
加
持
（
加
持
土
砂
）　
『
作
法
集
』

　

明
恵
房
高
弁　

動
潮

（
52
）『
智
山
全
書
』
解
題　

二
四
五
〜
二
四
六
頁
参
照
。

（
53
）
②
顕
証
「
土
砂
加
持
作
法
」
は
、
外
五
鈷
印
（
五
字
明
・
光
明
真
言
）、

智
拳
印
（
五
智
言
・
光
明
真
言
）、
阿
弥
陀
印
（
小
呪
光
言
）、
発
願
、

五
大
願
、
五
色
光
印
（
光
明
真
言
）、
念
誦
（
光
明
真
言
）、
廻
向
か

ら
構
成
さ
れ
る
。
現
行
『
作
法
集
』
と
順
番
は
多
少
相
違
す
る
が
、

阿
弥
陀
の
印
明
を
説
く
な
ど
構
成
要
素
は
一
致
し
て
い
る
。

（
54
）
布
施
浄
慧
［
一
九
七
七
］
六
八
頁
で
も
、「
こ
の
阿
弥
陀
印
明
を
と

り
入
れ
て
い
る
を
見
て
も
、
如
何
に
浄
土
思
想
に
影
響
を
受
け
て
い

る
か
を
看
取
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
55
）『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
一
一
二
二
頁
（『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』）。

（
56
）
布
施
浄
慧
［
一
九
七
七
］
七
〇
頁
で
は
、「
こ
の
作
法
を
ば
光
言
法

を
行
じ
て
土
沙
を
加
持
す
る
と
な
れ
ば
、
入
我
々
入
の
処
に
て
こ
の

加
持
作
法
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
光
明
真
言
法

の
入
我
我
入
の
と
こ
ろ
で
当
作
法
を
用
い
る
の
も
可
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
箇
所
で
は
、
当
次
第
に
つ
い
て
土
砂
加
持
の
法
要
を
つ
け

る
こ
と
も
可
と
し
て
い
る
。

（
57
）「
此
は
開
白
の
時
の
作
法
な
り
。
其
の
後
は
五
色
光
印
を
以
て
、
光

明
真
言
百
八
反
を
誦
じ
て
毎
日
加
持
す
る
な
り
」（『
智
山
全
書
』
九
、

七
〇
八
頁
下
）

（
58
）
発
願
の
句
に
つ
い
て
、「
至
心
発
願　

唯
願
大
日　

無
量
光
仏　

諸

尊
聖
衆　

大
灌
頂
光　

秘
密
神
呪　

加
持
威
光　

薫
入
土
砂　

功
徳

受
持　

堅
固
不
散　

造
作
重
罪　

堕
諸
悪
道　

一
切
霊
等　

光
明
照

触　

及
其
身
分　

平
等
利
益　

滅
罪
生
善　

往
生
極
楽　

自
他
同
証　

無
上
菩
提
」（
田
中
海
應
［
一
九
五
八
］
一
五
六
頁
）
と
あ
る
。


